
����������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ���������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

は

な

さ

き

と

く

は

る

����������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ���������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

〒３４７‐８５０２
加須市花崎

５１９番地
０４８０（６５）７１８１

〒３６２‐０８０６
北足立郡伊奈町
小室１１２３番地

０４８（７２３）７７１１

（４）第５３８号（月刊）さ と え 学 園 新 聞（学校法人 佐藤栄学園）平成２８年（２０１６年）４月１０日

有
限
会
社

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
見
沼
区
東
大
宮
四
│
二
一
│
二

電　

話  

〇
四
八
│
六
六
六
│
一
八
四
三

Ｆ
Ａ
Ｘ  

〇
四
八
│
六
六
六
│
一
八
四
七

ヤ
マ
ザ
キ
ス
ポ
ー
ツ

電
気
設
備　

設
計
・
施
工

さ
い
た
ま
市
西
区
宮
前
町
五
一
四
番
地

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
四
八
・
六
二
三
・
三
四
八
五

藤
野
電
気
株
式
会
社

火
災
報
知
設
備
・
消
火
設
備
・
テ
レ
ビ
共
聴
設
備 

　
　
防
犯
設
備
、
製
造
、
販
売
、
施
工
、
保
守 

北
関
東
支
社
　
さ
い
た
ま
市
北
区
奈
良
町
四
八
―
三 

T
E
L
　
〇
四
八
―
六
六
五
―
二
〇
五
七 

科
学
機
器・教
育
機
器・事
務
機
器
の
総
合
商
社

株
式
会
社　

雄 

飛 

堂

〒
3
3
0
―
0
8
4
1

　

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
東
町
1
―
5
4

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
4
8
―
6
4
1
―
5
0
5
0

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

0
4
8
―
6
4
4
―
0
5
3
1

自分史、会社案内、
社内報、歌集、句集、
画集、写真集

〒336-0021
さいたま市南区別所3-1-10
      0120・161092
TEL.048・862・2901
FAX.048・862・2908
http://www.kanto-t.jp
E-mail／info＠kanto-t.jp

�����������������
�����������������
�����������������
�����������������

本
校
野
球
部
が
、
第
８８
回
選

抜
高
等
学
校
野
球
大
会
に
３
年

ぶ
り
４
度
目
の
出
場
を
果
た
し

た
。
３
月
２０
日
に
甲
子
園
球
場

で
の
開
会
式
に
臨
み
、
大
観
衆

の
中
、関
東
・
埼
玉
の
代
表
と
し

て
堂
々
と
入
場
行
進
を
行
っ
た
。

本
校
は
大
会
第
４
日
目
の
第

３
試
合
に
登
場
し
、
九
州
・
熊

本
代
表
秀
岳
館
高
校
と
対
戦
し

た
。
試
合
は
３
回
表
に
先
制
す

る
も
、
高
橋
投
手
が
攻
略
さ
れ

逆
転
。
そ
の
後
８
回
に
追
い
上

げ
る
も
、
一
歩
及
ば
ず
６
対
５

で
敗
戦
と
な
っ
た
。

６
３
０
人
が

巣
立
つ
第
３２
回

卒
業
証
書
授
与

式
が
３
月
１０
日
、

来
賓
・
保
護
者

が
見
守
る
な
か
、

挙
行
さ
れ
た
。

式
で
は
、
担
任

の
呼
名
に
生
徒

一
人
一
人
が
力

一
杯
応
え
、
総

代
濱
野
翔
太
君
、

清
水
蓉
加
さ
ん

に
小
林
清
木
校

長
か
ら
卒
業
証

書
が
授
与
さ
れ
た
。
森
山
憲
一

理
事
長
の
告
辞
と
し
て
、
�
若

い
時
の
失
敗
を
恐
れ
ず
一
心
不

乱
に
努
力
し
て
ほ
し
い
�
と
の

言
葉
が
あ
っ
た
。
小
林
校
長
か

ら
の
式
辞
で
は
、
校
訓
�
今
日

学
べ
�
の
精
神
を
胸
に
、
日
々

ひ
た
む
き
に
取
り
組
み
、
理
想

の
姿
へ
近
づ
く
努
力
を
重
ね
て

ほ
し
い
と
卒
業
生
に
激
励
の
言

葉
が
送
ら
れ
た
。
在
校
生
代
表

の
鈴
木
紗
笑
さ
ん
が
送
辞
、
松

本
瑞
生
君
が
答
辞
を
読
み
上
げ
、

�
校
歌
��
仰
げ
ば
尊
し
�
を

歌
う
頃
に
は
卒
業
生
、
教
職
員

共
に
感
極
ま
っ
て
い
る
様
子
で

あ
っ
た
。

各
賞
受
賞
者
は
以
下
の
通
り
。

▽
校
長
賞

濱
野
翔
太
・
清
水

蓉
加
▽
理
事
長
賞

古
井
千
晴

▽
佐
藤
栄
太
郎
記
念
賞

石
黒

峻
士
▽
佐
藤
照
子
記
念
賞

林

香
波
▽
努
力
賞

海
野
瀬
綾
乃

・
新
井
夏
実
・
鈴
木
祐
大
・
林

秀
哉
・
戸
田
好
美
▽
皆
勤
賞

小
田
倉
甘
奈
▽
埼
玉
県
体
育
協

会
会
長
賞

古
市
和
久

・
西
崎
瑠
華
▽
日
本
私

立
中
学
高
等
学
校
連
合

会
長
賞

菅
野
七
香
▽

埼
玉
県
私
立
中
学
高
等

学
校
協
会
長
賞

川
崎

由
璃
子
・
吉
田
里
紗
▽

産
業
教
育
振
興
中
央
会

会
長
賞

進
藤
浩
佑
▽

埼
玉
県
産
業
教
育
振
興

会
会
長
賞

小
尾
穂
菜

美
▽
記
念
品
授
与

小

野
瑞
貴
▽
卒
業
記
念
品

目
録
贈
呈

小
峰
正
資

合合合合合合合合合合合合合合合合合
格格格格格格格格格格格格格格格格格
体体体体体体体体体体体体体体体体体
験験験験験験験験験験験験験験験験験
記記記記記記記記記記記記記記記記記

呉
井

信
之

（
春
日
部
市
立
緑
中
）

電
気
通
信
・
東
京
理
科
大
学

大
学
受
験

を
す
る
に
あ

た
り
、
最
も

意
識
し
た
こ

と
は
、
予
定
を
立
て
、
自
分
に

あ
っ
た
勉
強
ス
タ
イ
ル
を
探
す

と
い
う
こ
と
で
す
。

私
は
、
特
に
部
活
に
も
所
属

し
て
い
な
か
っ
た
が
、
上
手
な

時
間
の
使
い
方
が
で
き
ず
に
効

率
の
悪
い
勉
強
ば
か
り
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
２
年
次
か

ら
は
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
手
帳
を
つ
け
始

め
、
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
自
分
の

最
も
集
中
で
き
る
時
間
、
暗
記

に
向
い
て
い
る
時
間
、
逆
に
ど

う
や
っ
て
も
集
中
で
き
な
い
時

間
な
ど
自
分
の
こ
と
が
把
握
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
お
か
げ
で
、
３
年
次
の
受
験

勉
強
は
早
期
に
計
画
を
し
、
大

学
入
試
対
策
セ
ン
タ
ー
や
図
書

館
な
ど
で
存
分
に
勉
強
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

私
が
手
帳
を
書
く
き
っ
か
け

に
な
っ
た
の
も
先
生
の
助
言
が

あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
よ

う
に
合
格
を
勝
ち
取
る
こ
と
が

で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

大
熊

朔
矢

（
さ
い
た
ま
市
立
春
里
中
）

首
都
大
学
東
京
・
中
央
大
学

私
が
ア
ル

フ
ァ
コ
ー
ス

に
入
学
し
た

の
は
、
ほ
ん

の
偶
然
で
し
た
。
入
学
当
初
は

落
ち
こ
ぼ
れ
で
し
た
が
、
周
り

に
追
い
付
き
、
追
い
抜
い
て
や

る
と
い
う
気
概
で
勉
強
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
保
て
た
の
も
、
偏
に
先
生

方
の
熱
心
で
親
身
な
御
指
導
の

お
陰
だ
と
思
い
ま
す
。

３
年
に
な
り
、
受
験
が
近
づ

く
と
私
は
生
活
リ
ズ
ム
を
大
き

く
変
え
ま
し
た
。
朝
４
時
か
ら

６
時
ま
で
勉
強
、
学
校
に
行
き

早
く
か
ら
勉
強
と
い
う
よ
う
に

朝
の
時
間
を
有
効
に
使
い
ま
し

た
。
多
く
の
時
間
を
削
り
、
勉

強
に
充
て
ま
し
た
が
、
睡
眠
時

間
だ
け
は
勉
強
効
率
を
維
持
す

る
た
め
に
６
時
間
は
必
ず
取
る

よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

１
・
２
年
生
の
頃
に
積
み
上
げ

た
基
礎
の
大
切
さ
に
気
付
き
ま

し
た
。

私
は
本
番
に
慣
れ
る
た
め
、

沢
山
の
併
願
校
を
受
験
し
ま
し

た
。
何
校
も
受
け
て
い
く
う
ち

に
場
馴
れ
し
て
い
っ
て
、
志
望

校
で
も
気
負
わ
ず
に
受
け
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

私
は
辛
い
と
き
に
が
む
し
ゃ

も
が

ら
に
踠
い
た
分
だ
け
確
実
に
夢

へ
近
付
い
て
行
け
る
と
い
う
こ

と
を
、
花
咲
徳
栄
で
過
ご
し
た

３
年
間
で
学
び
ま
し
た
。

３
年
間
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

先
生
方
、
友
人
、
そ
し
て
家
族

へ
の
恩
返
し
の
意
味
で
も
、
徳

栄
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、

社
会
に
必
要
と
さ
れ
る
立
派
な

人
物
に
な
れ
る
よ
う
精
進
し
ま

す
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

普
通
科
第
１
学
年
の
生
徒
を

対
象
に
、
リ
ク
ル
ー
ト
社
よ
り

河
瀬
和
雅
氏
を
招
き
、
進
学
講

演
会
を
３
月
１５
日
に
実
施
し
た
。

今
回
は
生
徒
会
が
主
体
と
な

っ
て
準
備
や
司
会
進
行
を
行
っ

た
。
河
瀬
氏
は
、

今
後
の
世
界
を
生

き
抜
く
に
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
波

に
耐
え
う
る
語
学

力
や
、
Ｉ
Ｔ
な
ど

の
技
術
に
関
す
る

知
識
や
ス
キ
ル
が

必
要
不
可
欠
に
な

る
と
話
し
、
進
路

選
択
の
落
と
し
穴

と
題
し
て
、
離
職
率
や
昨
今
の

就
職
状
況
を
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
た
。
生
徒
は
熱
心
に
耳
を

傾
け
メ
モ
を
取
り
、
終
わ
り
に
、

中
臣
竜
也
君
が
御
礼
の
言
葉
を

述
べ
た
。

〈
大
学
９
２
４

短
大
２２
〉

【
国
公
立
・
大
学
校
】
１９

筑
波
１

埼
玉
２

秋
田
１

宇
都
宮
２

群
馬
１

電
気
通
信
１

埼
玉
県
立
１

首
都
大
東
京
２

高
崎
経
済
１

前
橋
工
科
２

釧
路
公
立
３

防
衛
大
学
校
２

【
私
立
】
９
０
５

○
早
慶
上
理
４

慶
応
義
塾
１

上
智
１

東
京
理
科
２

○
Ｇ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
２８

学
習
院
１

明
治
６

青
山
学
院
３

立
教
３

中
央
８

法
政
７

○
成
成
獨
國
武
明
芝
都
５４

成
蹊
３

成
城
１１

獨
協
２６

國
學
院
５

武
蔵
２

明
治
学
院
３

芝
浦
工
業
３

東
京
都
市
１

○
日
東
駒
専
９７

日
本
４２

東
洋
３８

駒
澤
１２

専
修
５

○
そ
の
他
７
２
２

麻
布
３

北
里
２

東
京
農
業
３

東
京
電
機
１０

東
京
経
済
２

文
教
２１

神
奈
川
３

日
本
体
育
２

大
東
文
化
６３

東
海
８

亜
細
亜
６

拓
殖
２４

桜
美
林
２

帝
京
２６

国
士
舘
２７

龍
谷
１

同
志
社
女
子
２

京
都
女
子
１

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
１

清
泉
女
子
３

昭
和
女
子
３

女
子
栄
養
１

武
蔵
野
音
楽
１

平
成
国
際
４２
な
ど

【
短
大
】
２２

青
山
学
院
女
子
１

立
教
女
学
院
１

共
立
女
子
１

日
本
大
学
２

東
京
家
政
１

女
子
栄
養
１

大
妻
女
子
１な

ど

第
１４
回
卒
業
証
書
授
与
式
が

３
月
８
日
、
来
賓
、
保
護
者
を

迎
え
、
記
念
館
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
た
。

式
で
は
卒
業
生
３
９
７
名
が

担
任
の
呼
名
に
堂
々
と
応
え
る

姿
に
、
三
年
間
の
成
長
が
感
じ

ら
れ
た
。

山
本
末
一
校
長
は
、
式
辞
で

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
第
１６
代
大
統

領
、
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
・
リ
ン
カ

ー
ン
に
つ
い
て
語
り
、
彼
の
功

績
と
生
き
方
は
、
本
校
の
建
学

の
精
神
�
人
間
是
宝
�、
校
訓

�
今
日
学
べ
�
に
通
じ
る
も
の

が
あ
る
こ
と
を
あ
げ
、
�
卒
業

は
巣
立
つ
と
同
時
に
始
ま
り
の

時
で
す
。
胸
を
は
り
、
背
筋
を

伸
ば
し
、
力
強
く
前
へ
進
ん
で

下
さ
い
。
そ
し
て
夢
を
実
現
さ

せ
、
輝
い
て
下
さ
い
�
と
力
強

く
祝
福
し
た
。

卒
業
生
代
表
の
阿
部
亮
平
君

は
、
答
辞
で
�
私
た
ち
に
と
っ

て
、
家
族
と
同
じ
く
ら
い
長
い

時
間
を
過
ご
し
た
仲
間
と
の
思

い
出
は
大
切
な
青
春
の
一
ペ
ー

ジ
に
な
り
ま
し
た
。
多
く
の
人

た
ち
に
支
え
ら
れ
、
か
け
が
え

の
な
い
、
充
実
し
た
高
校
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

三
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
�
と
、
涙
ぐ
む
姿
を
見
せ

た
。退

場
の
場
面

で
は
、
ク
ラ
ス

ご
と
に
声
を
そ

ろ
え
、
３
年
間

の
感
謝
を
表
し
、

会
場
を
後
に
し

た
。式

後
は
、
パ

レ
ス
ホ
テ
ル
大

宮
で
保
護
者
主

催
の
謝
恩
会
が

開
か
れ
、
保
護

者
を
代
表
し
て

鴨
澤
知
子
さ
ん

が
生
徒
の
成
長
と
先
生
へ
の
謝

辞
を
述
べ
た
。
各
テ
ー
ブ
ル
と

も
我
が
子
の
三
年
間
の
成
長
や

担
任
、
教
職
員
へ
の
感
謝
の
言

葉
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。

各
賞
の
受
賞
は
次
の
通
り
。

校
長
賞

普
１
組

元
木

淳
志

理
事
長
賞

普
２
組

小
菅

彩
乃

佐
藤
栄
太
郎
賞

普
１
組

平
野

幸
輝

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合

会
会
長
賞

普
２
組

麦
屋

菜
美

埼
玉
県
私
立
中
学
高
等
学
校
協

会
会
長
賞
（
各
類
型
１
名
）

総
代

普
４
組

吉
村
茉
有
子

埼
玉
県
私
立
小
中
高
保
護
者
会

連
合
会
優
秀
賞

普
３
組

高
花

栞
鈴

埼
玉
県
体
育
協
会
会
長
賞

普
１１
組

吉
田

輝

普
７
組

田
中

美
沙

産
業
教
育
振
興
中
央
会
会
長
賞

自
１
組

岩
崎

圭
一

埼
玉
県
産
業
教
育
振
興
会
会
長

賞自
１
組

中
野

博
貴

埼
玉
県
自
動
車
整
備
振
興
会
会

長
賞

自
１
組

平
井

圭
市

努
力
賞
（
各
組
１
名
）

総
代

普
６
組

鹿
内

美
志

皆
勤
賞
（
１
０
７
名
）

総
代

普
１０
組

水
口

悟
志

部
活
動
功
労
賞
（
２８
名
）

奨
励
賞
（
１６
名
）

努
力
賞
（
１
７
８
名
）

総
代

普
５
組

鈴
木

麗

平
成
２８
年
度
の
大
学
入
試
結

果
が
ほ
ぼ
出
そ
ろ
い
、
例
年
同

様
に
多
数
の
合
格
者
を
出
し
た
。

今
春
の
特
筆
す
べ
き
点
と
し

て
、
一
般
入
試
志
向
が
Ⅱ
類
・

Ⅰ
類
に
も
拡
大
し
、
全
類
型
が

健
闘
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

生
徒
も
教
員
も
熱
意
に
あ
ふ
れ
、

補
習
や
個
人
指
導
が
校
内
の
随

所
で
見
ら
れ
た
。

予
想
を
上
回
る
結
果
を
残
し

た
生
徒
も
少
な
く
な
く
、
最
後

ま
で
諦
め
な
い
こ
と
の
大
切
さ

を
改
め
て
実
感
し
て
い
た
。

大
学
別
合
格
者
数

国
公
立
大

９

宇
都
宮

５

前
橋
工
科

２

埼
玉

１

都
留
文
科

１

私
立
大

７
５
１

☆
早
慶
上
理

１３

上
智

９

東
京
理
科

３

早
稲
田

１

☆
Ｇ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ

５９

法
政

１９

立
教

１３

明
治

１０
学
習
院

８

中
央

７

青
山
学
院

２

☆
難
関
私
立
大

６６

獨
協

１４

國
學
院

１１

成
蹊

９

武
蔵

７

芝
浦
工
業

５

学
習
院
女
子

４

東
京
農
業

４

女
子
栄
養

３

成
城

３

東
邦

２

津
田
塾

１

東
京
女
子

１

同
志
社

１

明
治
学
院

１

☆
日
東
駒
専

１
３
９

日
本

６１
東
洋

６０

専
修

１０
駒
澤

８

☆
他
大
学

４
７
４

大
東
文
化

３９

帝
京

２３

亜
細
亜

１９

東
京
電
機

１２

国
士
舘

１１

東
京
工
科

９

文
教

９

工
学
院

８

拓
殖

７

東
京
経
済

７

玉
川

６

東
海

４

埼
玉
医
科

３

日
本
獣
医
生
命
科
学

２

そ
の
他

３
１
５

（
３
月
２４
日
現
在
）

２
年
生
女
子
を
対
象
と
し
た

文
化
体
験
講
座
が
、
３
月
１６
日

に
講
師
の
清
水
和
乃
先
生
を
招

い
て
行
わ
れ
た
。

講
座
で
は
、
情
操
教
育
の
一

環
と
し
て
、
本
校
で
初
め
て
の

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
体
験
を
行

っ
た
。
講
師
に
は
フ
ラ
ワ
ー
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
清
水
和
乃
先
生
を

招
き
、
イ
ー
ス
タ
ー
を
モ
チ
ー

フ
に
�
春
の
喜
び
�
と
い
う
テ

ー
マ
で
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ

ー
な
ど
を
使
っ

た
ピ
ン
ク
色
の

華
や
か
な
花
の

器
を
作
っ
た
。

講
座
は
、
二

部
構
成
で
行
わ

れ
、
第
一
部
で

は
、
視
聴
覚
室

で
ス
ラ
イ
ド
を

使
っ
た
説
明
が

行
わ
れ
た
。
講

義
は
、
作
り
方

の
説
明
だ
け
で
な
く
、
フ
ラ
ワ

ー
デ
ザ
イ
ン
に
関
わ
る
仕
事
や
、

今
回
の
モ
チ
ー
フ
で
も
あ
る
イ

ー
ス
タ
ー
に
つ
い
て
の
説
明
な

ど
、
有
意
義
な
内
容
で
あ
っ
た
。

第
二
部
で
は
食
堂
に
移
動
し
、

第
一
部
の
説
明
を
も
と
に
、
各

自
に
準
備
さ
れ
た
キ
ッ
ト
を
使

い
、
作
る
作
業
に
入
っ
た
。
生

徒
た
ち
は
自
分
の
ペ
ー
ス
で
作

業
を
進
め
な
が
ら
、
丁
寧
に
仕

上
げ
て
い
た
。

水
廻
り
の
緊
急
修
繕

二
四
時
間
対
応

㈱
深
井
設
備
工
事

�
０
４
８
（
６
６
４
）
７
５
９
８

保護者の祝福の拍手をうけ退場する卒業生

進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

答辞を読む阿部亮平君

セ
ン
バ
ツ
甲
子
園

一
歩
届
か
ず
…
。

勝
利
は
夏
に
持
ち
越
し
！
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輝く未来に向け、力強く前へ！

�
�
平
成
２７
年
度
進
学
実
績
�
�

次に羽ばたけ！

第３２回卒業証書授与式
次に羽ばたけ！

第３２回卒業証書授与式

春も間近に
～２年生がフラワーデザイン～

第
１４
期
生

進
路
報
告

Ｇ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
過
去
最
高
の
躍
進

第
１４
期
生

進
路
報
告

Ｇ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
過
去
最
高
の
躍
進


